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授業テーマ 自然科学的手法による考古・文化財試料の年代測定

目的と概要
遺跡・遺物・遺構に関する種々の自然科学的年代測定法の原理と試料の測定の実際について概観する。ま
た、考古地磁気年代測定法の基礎を理解し、その研究成果について詳述する。

成績評価法
種々の年代測定法に関する興味と理解度について判断（７５％）し、平常点・授業時の発言（２５％）を考慮して
評価する。

テキスト 使用しない。

参考書
考古学のための年代測定入門/長友恒人編/古今書院
文化財科学の事典/馬淵久夫ほか編/朝倉書店

履修に
当たっての
注意・助言

自然科学の手法と考え方を理解することが重要です。

講義計画

第１回　　　はじめに(1)・・・文化財学とは何か？
第２回　　　はじめに(2)・・・どのように年代を測定するのか？
第３回　　　はじめに(3)・・・年代測定法のいろいろ
第４回　　　放射性炭素法(1)
第５回　　　放射性炭素法(2)
第６回　　　放射性炭素法(3)
第７回　  　放射性炭素法(4)
第８回　　　熱ルミネッセンス法(1)
第９回　　　熱ルミネッセンス法(2)
第１０回　　フィッショントラック法(1)
第１１回　　フィッショントラック法(2)
第１２回　　フィッショントラック法(3)
第１３回　　その他の年代測定法(1)
第１４回　　その他の年代測定法(2)
第１５回　　その他の年代測定法(3)
第１６回　　考古地磁気法(1)：はじめに
第１７回　　考古地磁気法(2)：地磁気とその変動
第１８回　　考古地磁気法(3)：地磁気の化石ー残留磁化
第１９回　　考古地磁気法(4)：熱残留磁化（ＴＲＭ）
第２０回　　考古地磁気法(5)：堆積残留磁化（ＤＲＭ）
第２１回　　考古地磁気法(6)：等温残留磁化（ＩＲＭ）
第２２回　　考古地磁気法(7)：粘性残留磁化（ＶＲＭ）
第２３回　　考古地磁気法(8)：その他の残留磁化獲得の機構
第２４回　　考古地磁気法(9)：日本の考古地磁気永年変化①
第２５回　　考古地磁気法(10)：日本の考古地磁気永年変化②
第２６回　　考古地磁気法(11)：日本の考古地磁気永年変化③
第２７回　　考古地磁気法(12)：考古地磁気永年変化を用いた年代推定
第２８回　　考古地磁気法(13)：世界各地の考古地磁気永年変化①
第２９回    考古地磁気法(14)：世界各地の考古地磁気永年変化②
第３０回　　古地磁気学による洪積世の年代推定
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